
今年は畑で育てた野菜を活用して，何度か交

流会を計画しました。野菜づくりの計画は生徒

会の皆さんによるものです。野菜は順調に育ち

ましたが，新型コロナの影響で，交流会は縮小

開催となりました。それでも，１１月２３日の

焼きいも交流会は，いもを焼くボランティアの

方を初めとして，入れ替わり立ち替わり，多く

の方々が訪れてくださいました。みんなに応援

されていると子どもたちの表情も違います。

交流に加えて，みんなで美味しい焼きいもをいただくことができました。
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いっぽの室内は,早くもクリスマ

スバージョンです。ツリーはみん

なで飾り付けしましたが,リースは,

地域の方々が届けてくださいまし

た。地域の方々の応援・支援はあ

りがたいですね。

１１月１５日（月）

生活支援いっぽでBR

Tを利用して,遠足を

実施しました。行き

先は,道の駅大谷海岸

です。本人が遠足の

計画を知ってからは，かなり期待していたようで，身ぶ

り手ぶりで遠足を楽しみにしていることが伝わっていま

した。バスを降りるとき，運転手さんにもお礼の挨拶を

して，笑顔が返ってきました。大きなエビフライを食べ

ていっぽに戻りました。社会の一員として，こうやって

出かけることは意義があるんだと分かりました。

子どもたちからの「いっぽ畑で野菜を作りたい」とい

う声を受けて，スタートした野菜づくりですが，担当ス

タッフを初め，みんなで野菜の世話をするなどして，一

年を通じて充実した畑の活動になりました。この日はト

マトの収穫後に育てた大根の収穫です。立派な大根を見

て子どもたちは大喜びでした。おかげで，各家庭に１本

ずつお土産として持ち帰ることもできました。

新型コロナウイルスの影響で休止していた,水梨キ

ッズかふぇが本格再開に向けて，お試し開催されます。

日曜日の午前中です。皆さんお誘い合わせの上，お気

軽にお出でください。参加費は無料です。

いっぽの嘱託医,三条先生

が先日,音の出るおもちゃを

届けてくださいました。

障がいのある子の支援に

は音で刺激を与える玩具が有効だという論文をお読みに

なって購入してくださったとのことでした。行動力にも

感心させられたのですが，ベテランの域になっても研修

しているんだと，その姿勢に教えられました。

おもちゃは大活躍で，写真のように，興味を持って遊

ぶ姿を見ることができました。


